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Lesson 6 

Ashura —A Statue with Three Faces— 

In 2009 an exhibition of Buddhist statues was (1)held in Tokyo, and 

later in Kyushu. It was a remarkable success, with over 

1,650,000 visitors.  The most popular feature was the statue 

with three faces: Ashura. 

－1 

In Nara Park you can see the Five- 

(2)Storied Pagoda of Kofukuji Temple. On the 

temple grounds is the Kofukuji National 

Treasure Museum, and this is where you can 

find one of the best-known Buddhist statues 

in Japan: Ashura. 

Kofukuji Temple was built by the Fujiwara 

family when Nara became the capital in 710.  It 

was one of the “Four Great Temples” of Nara. 

In 734 Empress Komyo established a hall to 

(3)remember her mother and enshrined 28 statues.  

Among them are the Hachibushu, the protectors of 

Buddha.  There is a story that Ashura was once a 

cruel warrior, constantly fighting with Taishakuten.  

Later, he woke up to see the truth, (4)repented, and 

became one of the protectors.  From earliest times, 

people have (5)prayed to the Hachibushu for healing 

and purification. 
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Lesson 6— Lead 

(1) hold 5, p. 928. 

 

・ 教科書本文は目的語である exhibition (展

覧会)が主語になった受け身文であること

を確かめさせる。動詞の場合，山形かっこ

〈  〉に入れて，主語や目的語となる名詞

の特徴(選択制限)が示されているので確認

させる。語義 5には「〈会議・祭り・裁判・
会談など〉を開く」と記述されており，

exhibitionに近い意味を表す名詞が示され

ていることから語義 5に導く。
・ (しばしば受け身で)という注記が教科書

本文と一致していることを確かめさせる。

辞書の第 1用例を参照させ，教科書のこの

部分は「仏像の展覧会が開催された」とい

う意味になることを確認させる。

 

Lesson 6— Section 1 

(2) -storied , p. 1863. 

 

・ 教科書本文では行末に差し掛かったため，

Five-storied が分かち書きされていること

を確かめさせて-storied を辞書で探させる。 

・ 見出し語のすぐ後に，イギリスで使われる

別の綴りが「英-storeyed」と示されてい

るのをチェックさせる。 

・ ハイフン( - )が付いており，前にある語と

結合して意味を成す語には，という

ロゴが示されていることに注意させる。辞

書の第１用例を参考に，教科書のこの部分

が「5階建て[五重]の塔」を表していること

を確認させる。 



 (3) remember 4, p. 1587. 

 

・ 教科書本文では人(her mother)が remem- 

ber の目的語になっていることを確かめさ

せる。 

・ 「光明皇后がその母親を…するため」とい

う文脈に合う意味を探させる。支配者が一

族のために建造物を構築するということ

から語義 4の「〈死者〉を追悼する，悼む」
がふさわしいことを確認させる。 



(4) repent , p. 1592. 

 

・ 冊子辞書なら remember の数ページ先に

出ているので，すぐにチェックさせること

ができる。教科書本文は repented と単独

で使われているので，自動詞用法であるこ

とを確かめさせる。 

・ かたくという表記から格式ばった語であ

ることに注意させ，意味を確認させる。 

 

(5) pray , p. 1481. 

 
・ 教科書本文が have prayed to the Hachi- 

bushu for healing and purification と

prayの後に to，forを使った句が続いてい

ることを確かめさせ，自動詞用法に導く。 

・ 共に使われる前置詞(連語)が二重山形かっ

こで示されているが，複数ある場合は

スラッシュ( / )を使って併記されているの

で注意させる。…のために, …を願って/

…に/…のことをと表現する場合はそれぞ

れfor / to / over を使うと記されているこ

とをチェックさせる。教科書本文では「癒

しと浄化を求めて[願って]，八部衆に祈っ

てきた」となることを確認させる。 

・ 辞書の第 4用例が，教科書本文と同じく to

と for を使った例になっているので確かめ

させる。 
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Crown English Communication II, p. 88. 

 
－2 

Through the centuries, many of the buildings 

and statues at Kofukuji Temple have been  

destroyed by fire, war, and natural disasters.  

However, Ashura and the other Hachibushu have 

(1)survived to the present day.  One of the reasons 

for their survival is that they are light and could   

be easily carried when there was an emergency.  

Ashura, for instance, is 153 centimeters tall but 

weighs only about 15 kilograms. 

How do (2)you make such light statues? First, 

you make a wooden frame and then you put clay 
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Lesson 6— Section 2 

(1) survive 1, p. 1901.

 

・ 見出し語横の発音記号に続いて((名)sur- 

vival)と記されているのに注意させる。重

要な派生語がある場合，(  )に入れて品詞

と共に記されていることを確かめさせ，冊

子辞書なら survive の 2 項目上にある

survival (教科書本文の次行に出ている)を

チェックさせることができる。 

 
・ 教科書本文では目的語がないので，自動詞

用法を調べさせる。自動詞の場合，主語に

どのような名詞が来るか(選択制限)が山形

かっこ〈  〉に入れて示されているので確

かめさせる。語義 2は「人」が主語になる
と説明されているが，教科書本文では「阿

修羅像と他の八部衆」が主語なので，語義

1の「〈物が〉存続[残存]する」の意味にな

ることを確認させ，教科書のこの部分は

「阿修羅像と他の八部衆は(破壊されるこ

となく)残ってきた[生き延びた]」となるこ

とを理解させる。 

 

(2) you 5, p. 2208.

 

・ youは二人称の「あなた」という意味だと

解釈し，教科書本文を「このように軽い像

をあなたはどのようにして作るのか」と訳

してしまうと，筆者が読者に作り方を質問

しているようで，しっくりこないことを確

かめさせる。 

・ 語義 5にある「(一般に)人は(誰でも)」を意

味する，特定の人をささない youの総称用

法を確かめさせる。(…話し手や相手を含

めた一般の人々をさし, 訳さなくてもよい

ことが多い…)という注記を確認させ，辞書

の 2つの用例とその訳を使って理解させる。 

・ 改めて，教科書本文を「このように軽い像

を(人は)どのようにして作るのか」と解釈

すると，文脈に合うことを確かめさせる。

以下，本文の同じパラグラフに総称用法の

youが続いて出ているのでチェックさせる。 
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around it. Then you (1)wrap it in cloth soaked in 

(2)lacquer and let it dry.  You repeat this process 

several times.  Next, you remove both the clay and 

the wood, leaving a light, hollow statue.  Lastly, 

you put a light wooden frame inside for support 

and add details using wood powder mixed with 

lacquer.  This method, which is called dakkatsu 

kanshitsu (dry lacquer), was (3)introduced by artists 

from Korea, who are thought to have made Ashura 

and the other Hachibushu. 
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(1) wrap 1, p. 2195. 

 

・ 教科書本文では wrap it in clothと目的語

の代名詞 it の後に in の前置詞句が続いて

いることを確かめさせる。共に使われる前

置詞(連語)が二重山形かっこに入れて

示されており，inを使うと示している語義

1と語義 3を比較させる。itは粘土を付着

させた木の枠のことなので，像を作るため

には，それを「(布で)隠す，覆う」という語

義 3 より「(布で)包む，くるむ」となる語

義1の方がここには合うことを確認させる。 
・ 1のには inと並んで withも示されて

いることに注意させる。(包んで中身が見

えなくなることを意識する場合は in, 単に

道具を示す場合は withを用いる)という注

記があるのを確認させる。布で包むと見え

なくなるので，教科書本文では in が使わ

れていることを確かめさせる。辞書の第 3

用例では，[  ]を使って in と with が言い

換え可能なことを示しているが，包帯を道

具として捉えると with が使われることを

チェックさせるとよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) lacquer 1, p. 1075. 

 

・ 辞書には訳語として語義 1 に「ラッカー」
と「漆(うるし)」，語義 2に「ヘアスプレー」
の 3つが示されているが，日本の昔の仏像

製作の話なので，教科書本文の意味として

は「漆」がふさわしいことを確認させる。 

・ と不可算・加算のロゴが併記されてい

るが，教科書本文では cloth soaked in 

lacquer となっているので不可算用法であ

り，「漆に浸した[浸けられた]布」という意

味になることを確かめさせる。 

 

(3) introduce 2, p. 1019. 

 

・ introduce といえば「人を紹介する」を思

い浮かべがちだが，物が目的語になってい

る場合の意味を調べさせたい。教科書本文

が受け身になっていて，主語 (＝他動詞

introduceの目的語)が this methodであり，

introduceしたのが Korean (朝鮮出身の工

芸家)であることを確かめさせる。 

・ 他動詞用法では，主語や目的語にどのよう

な名詞が来るか(選択制限)が山形かっこ

〈  〉に入れて示されているのでチェック

させる。教科書本文では語義 2の「導入す
る，取り入れる; 持ち込む，伝える，広め

る」の意味で使われていると考えると，「朝

鮮出身の工芸家(＝〈人〉)によって脱活乾漆

と呼ばれるこの方法(＝〈新しいもの〉)がも

たらされた」となり，文脈と合うことを確

かめさせる。
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－3 

The statue of Ashura you see now has 

survived nearly 1,300 years; the original colors  

have changed and cracks have developed on its  

faces. You may want to know what Ashura looked 

like at the time it was first created in 734.  It is 

possible to find out. All you (1)need to do is to visit the 

Nara National Museum, where you can see a replica 

of Ashura in its original colors. 

The replica wears a golden ornament, which 

shows some influence from ancient Greece.  The 

sash over its (2)shoulder may (3)remind you of ancient 

India. The red skin 

color seems to suggest 

that Ashura had  

some connection with 

the sun god of ancient 

Persia. 
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Lesson 6— Section 3 

(1) need 2, p. 1278.

 

・ 基本的な動詞であり，発信活動に使うため

のコロケーションを調べさせたい。教科書

本文が need to doと to不定詞を従えてい

るので，need to doの文型表示のある他

動詞の語義 2に導く。 

・ 教科書本文と同じコロケーションが辞書

の第 4用例になっているのでチェックさせ，

「国立奈良博物館に行きさえすればいい」

という意味になることを確かめさせる。

[  ]内に示された You only need という表

現に置き換え可能であること，(to)となっ

ていることから to が省略される場合があ

ること，の注記から省略されるのはくだ

けた表現であることも確認させる。

・ 語義 1，2の太字用例は，どれも needが使

われる典型的なコロケーションを示して

いるので確認して覚えさせたい。 

 

 

(2) shoulder 1, p. 1739. 

 
・ 語義 1が「(片方の)肩」となっており，

の注記に記されているように両肩の場合

は複数形になることをチェックさせる。 

・ 教科書本文が over its shoulder となって

いることから片方の肩であることに注意

させる。辞書の第 3用例を参照させ，over 

one’s shoulderが「肩の上に，肩にかかる

ように」となることを確かめさせ，教科書

のこの部分は「肩にかかる帯」となること

を理解させる。 
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(3) remind 3, p. 1587.

 

・ 文型表示から語義 1a，2，3が「目的語＋
of」の形が取れることを確かめさせる。語

義 1a では主語になる名詞(選択制限)を示

す〈 〉で囲った部分に「人」と記されて

いるが，教科書本文の主語は sash (帯)なの

で，語義 2，3を参照させる。 

・ 語義 2，3において，〈 〉に入れて示され

ている ofの後に来る名詞を比較させる。教

科書本文では〈過去の出来事〉を思い出す

というより，日本の仏像なのに ancient 

India (古代インド)という〈別の物〉を思い

起こさせる，という語義 3の意味で解釈す
る方が文脈に合っていることを確認させ

る。 
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Crown English Communication II, p. 93. 

 

The first Buddhist statues were made in 

Gandhara, or present-day Pakistan, in the first 

century, under the influence of ancient Greek art.  

In the following centuries, Chinese empires came 

into (1)contact with Central Asia, the Middle East 

and the West. Western influence led the Chinese to 

look at art in a new (2)way, which eventually had a 

great (3)impact on Japanese art. 
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 (1) contact  1, p. 413.

 

・ 教科書本文が came into contact with ...と

なっているのをチェックさせた上で，辞書

の語義 1 (第 5用例)と語義 2 (第 2用例)の

両方に同じコロケーションが用いられて

いることを確かめさせる。 

・ 語義1が「出会う」という抽象的な接触を，
語義 2が「つく」という物理的な接触を意
味していることを理解させ，教科書本文で

は「中国の(歴代)帝国が中央アジア，中東，

そして西洋と出会う，交流を持つ」という

意味になることを確かめさせる。 

 

(2) way1 1, pp. 2126–27.

 

・ 見出し語横にある(weigh と同音)という

発音注記を参照させる。weigh (p. 2135)は

教科書 88 ページに新出単語として出てき

たもので，way とは綴りがかなり違うが，

発音が同じであることを確認させる。 

 
・ (in) a ... wayの文型表示のある語義 1
に導く。『ウィズダム英和辞典』では語義・

文型・用例などは，原則頻度順に挙げられ

ている。よって，高頻度語である wayの語

義 1に挙げてあるこのパターンは，よく使
われるチャンク・意味であることを確認さ

せる。 

・ 辞書の第 5用例の訳を参考にして，教科書

本文が「新しい方法[目]で芸術を見る」とい

う意味になることを確かめさせる。 

 

(3) impact 1, p. 974.

 

・ 通例単数形でという用法指示をチェッ

クさせ，教科書本文も単数形になっている

のを確かめさせる。 

・ 二重山形かっこで囲って，「への影響」

という場合は前置詞 on, upon を用いると

記されているのをチェックさせる。教科書

本文と同じコロケーションを使った辞書

の第 2用例で用法・意味を確かめさせ，教

科書のこの部分は「最終的には日本の芸術

に大きな影響を与えることとなった」とい

う意味になることを確認させる。 

・ 辞書の第 2 用例から，「大きな影響を与え

る」と表現する場合，教科書本文と同じ

have の他に make でも言い換えられるこ

と，また cause は用いないことが×を使っ

て説明されているのに注意させる。 





編集用資料                      辞書引きタスクを活用した指導アイディア（Crown Communication II Lesson 6） 

- 12 -    v.3.00, as of 16 May 2018 

Crown English Communication II, p. 94. 
 

－4 

Ashura is very different from the other 

Hachibushu. For one (1)thing, he has three faces and 

six arms.  For another, he is wearing a sash, while 

the other statues are wearing armor.  But above all, 

Ashura looks lifelike, with human (2)expressions on 

his faces.  In fact, he seems to have something on 

his mind—but what is it? 

Harashima Hiroshi, who studies facial 

expressions, has an idea.  He calls your (3)attention 

to the eyes in Ashura’s three faces.  If you look at 

the three faces from the left to the right and to  

the front, you will notice that the eyes go up.  

Harashima says that this change shows Ashura 

becoming mature.  The left face shows Ashura as 

a young angry man.  His right face expresses pain 

and regret.  His central face shows repentance. 
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 Lesson 6— Section 4 

(1) thing  for one thing …, (for an- 
other (thing) …), p. 1965. 

 

・ 成句に名詞が含まれる場合，通例は名詞の

所に成句が出ていることを踏まえた上で， 

thingを調べさせ，意味を確認させる。 

・ (理由の説明に用いる)という注記をチェ

ックさせ，教科書本文では「阿修羅像がほ

かの八部衆とは違っている理由」が説明さ

れていることを確認させる。

・ 「もう 1つには」に当たる for another で

始まる文が，教科書本文では次行に出てく

ることを確かめさせ，教科書のこの部分は

「ひとつには，彼は 3つの顔と 6本の腕が

あり，もうひとつには(八部衆とは違って)

帯を身につけている」と言っていることを

理解させる。 

 

(2) expression 2, pp. 669–70.

 
・ 教科書本文では expressions と複数形にな

っていること，on his faces と顔について

述べているとから，「(顔の)表情，顔つき」

を意味する語義 2をチェックさせる。 

・ 辞書の第 4用例を参照させ，教科書本文と

同じように expressionの前にwithが用い

られていることや，on ... face という句が

続いていることを確認させる。用例訳から

「…な表情を浮かべて」という場合に with

が使われることに注意させ，教科書のこの

部分は「人間的な表情を顔に浮かべ」とい

う意味になることを理解させる。 

 

 (3) attention 1a, p. 126. 

 

・ 1a の第 7 用例が，教科書本文と同じ call

や toを使っているのをチェックさせる。用

例訳を参照させ，教科書のこの部分は「阿

修羅像の 3 つの顔の目に(あなたの)注意を

向けさせる[向けるよう促す]」という意味

になることを確認させる。 

・ 日本語の「注意」という名詞を動詞と組み

合わせる場合，「注意する，注意を払う，注

意を向ける」といったコロケーションが思

い浮かぶのと同じように，attention をど

んな動詞と組み合わせるのが英語として

自然なのかを辞書用例を使ってチェック

させるとよい。特に太字用例になっている

動詞とのコロケーション(pay attention, 

turn one’s attention, attract attentionな

ど)はスピーキングやライティングに生か

せる重要表現として確かめさせる。 

 


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Crown English Communication II, p. 95. 

 

As you stand (1)face to face with Ashura, you 

may find yourself wondering what he is trying to 

tell you. And so have many others over the years. 

People have worshipped in front of him to 

repent and to pray for purification.  Like a (2)gentle 

friend and teacher, Ashura has guided them through 

this process.  Perhaps one of the reasons why so 

many are (3)attracted to this statue after nearly 1,300 

years is that it gives people a sense of healing 

which is much needed in an (4)age of uncertainty. 
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(1) face  face to face, p. 677.

 

・ 成句義だけでなく，共に使われる前置詞(連

語)が二重山形かっこで示されている

のでチェックさせる。「…と向かい合っ

て」と表現する場合は with を使うと記さ

れているのに注意させ，教科書本文では

「阿修羅像と向かい合って立つ」という意

味になることを確かめさせる。 

・ 辞書の第 2，3 用例を使って，実際に向か

い合うのではなく，比喩的用法(「直面す

る」)もあることに触れるのもよい。 

  

(2) gentle  1, p. 796.

 

・ 教科書本文では a gentle friend and teach- 

erと人を修飾していることから，どのよう

な語を修飾するか(選択制限)を示した山形

かっこ〈  〉に「人・性質などが」と記さ

れた語義 1に導く。 

・ 「→kind1」という参照指示があるので，

「親切な」を意味するコラム(p. 1060)

をチェックさせる。それぞれの語が持つ意

味合いを確かめさせるとともに，叙述用法

になった場合に取ることのできる文型に

も違いがあるので，構文チャートで確認させ

る。gentleは仮主語の itを使った形や，to

不定詞を後ろに従える形では用いられな

いことに注意させる。 

 

 



(3) attracted , p. 127.

 

 

・ 教科書本文は are attractedとなっており，

「be動詞＋過去分詞」の受動態か，「be動

詞＋形容詞」なのか判断が付きにくいこと

を確かめさせる。動詞の attract (p. 126)を

調べさせ，活用形に続いて(be ～edのよ

うな分詞形容詞用法については→attract-

ed)という注記があることを確認させ，

attracted という形容詞の見出し語を参照

させる。冊子辞書なら見開きの両ページに

連続して出ているので，すぐに調べられる。

このように，よく使われる分詞形容詞が別

の見出し語になっている場合は，参照指示

があることに注意させる。 

・ 用法指示のbe ～ to Aが教科書本文の形

と合っていることから，形容詞用法である

ことを確かめさせ，教科書のこの部分は

「それほど多くの人々がこの像にひかれ

る[魅了される]」という意味になることを

確認させる。

 

(4) age  5, p. 43.

 
・ 教科書本文で an age of uncertainty と不

定冠詞を伴っていることから，であり，

用法指示に通例単数形でと記された語

義 5に導く。 

・ 用法指示ではさらに修飾語を伴ってと

記されているのに注意させる。教科書本文

では of を使って，後ろから前にある名詞

のageを修飾していることを確かめさせる。

辞書の第 4 用例が教科書本文と同じ in an 

age of …という形を使っているのでチェッ

クさせ，教科書のこの部分は「不確実な時

代に(おいて)」という意味になることを理

解させる。

 

 


